
2019年3月15日（1）第 54 号 ぷ ら た な す（同窓会だより）

tenshi-dosokai.com

54

2019 年 2月 28日現在、同窓生 10,347 人

﹁地 の 塩 　 世 の 光 ﹂

天使学園創立70周年記念ルーツを辿る旅
─マリアの宣教者フランシスコ修道会訪問─

天使大学同窓会　会長　野原純子

　“ルーツを辿る旅8日間”に参加いたしました。天使大

学のルーツである修道会本部では、シスター達の歓待を

受け貴重な一時を過ごしました。

　創始者であるマリ・ド・パシオンの石棺の前で、祈

り、校歌・聖歌を合唱しました。その後、修道院の中の

図書館・資料室などを案内して頂き、かつ丁寧な説明を

受けました。シスター達の使命を改めて考えさせられた

時間でした。

　修道院はローマ市内にあってとても静寂で落ち着いた

雰囲気の建物でした。つつましやかな生活の中から、少

しずつ施設の拡張を行った努力に驚き、また使命とは言

え、東洋の端の日本に姉妹たちを送り出した勇気と決断

に感銘をうけました。

　マルセイユ、ルルド、ローマと良き旅人達との生活は

素晴らしいものでした。

　楽しかった旅に感謝！

マリアの宣教者フランシスコ修道会本部にて
創立者マリー・ド・ラ・パシオンの墓前

マリー・ド・ラ・パシオンの墓前で、皆で校歌と聖歌合唱 中庭を望む回廊にて（アシジ）

現在の校章

修道院内で説明をうけている様子

校章の元となったマルセイユ
の教会の壁画



第 54 号（2）2019年3月15日 ぷ ら た な す（同窓会だより）

　

日
本
が
ま
だ
貧
し
か
っ
た
小
学
生
の
頃

の
話
で
す
。
同
級
生
の
家
で
遊
ん
で
い
る

と
昼
時
と
な
り
タ
ラ
コ
を
焼
く
良
い
香
り

が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。
無
性
に
食
べ
た
く

な
っ
て
家
に
帰
り
、
焼
タ
ラ
コ
を
食
べ
た

い
と
母
に
訴
え
ま
し
た
が
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
高
度
経
済
成

長
を
突
っ
走
り
「
飽
食
の
時
代
」
を
迎
え
ま

し
た
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
以
降
は
非
正
規
労

働
者
が
増
加
し
て
貧
富
の
差
が
拡
大
し
、
最

近
は
子
ど
も
の
貧
困
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
厚
労
省
に
よ
る
と
二
〇
一
三
年
の
子
ど

も
の
貧
困
率
は
一
六
・
三
％
で
実
に
六
人
に

一
人
が
貧
困
と
さ
れ
、
北
海
道
は
一
九
・

七
％
で
全
国
五
番
目
の
高
さ
で
す
（
全
国
平

均
一
三
・
八
％
。
戸
室
健
作
『
都
道
府
県
別

の
貧
困
率
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
率
、
子
ど
も

の
貧
困
率
、
捕
捉
率
の
検
討
』、
山
形
大
学

人
文
学
部
研
究
年
報
、
二
〇
一
六
年
）。

　

貧
困
世
帯
の
子
ど
も
は
き
ち
ん
と
し
た
食

事
が
で
き
な
い
た
め
「
朝
食
、
野
菜
、
外
食

の
摂
取
頻
度
が
低
く
、
肉
や
魚
の
加
工
品
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
の
摂
取
頻
度
が
高
い
」
状

態
で
（
野
佐
也
香
ほ
か
、『
世
帯
の
経
済
状

態
と
子
ど
も
の
食
生
活
と
の
関
連
に
関
す
る

研
究
』、
栄
養
学
雑
誌
七
五
：
一
九
─
二

八
、
二
〇
一
七
）、
子
ど
も
食
堂
が
全
国
で

二
〇
〇
〇
か
所
以
上
に
増
加
し
た
所
以
で
す

（
北
海
道
は
百
十
三
。
本
年
四
月
五
日
の
朝

日
新
聞
）。

　

私
が
属
す
る
豊
平
区
の
教
会
で
は
地
域
の

貧
し
い
子
ど
も
た
ち
の
実
情
か
ら
、
日
曜
学

校
の
夏
季
学
校
へ
の
招
待
、
夏
休
み
の
宿
題

を
口
実
と
し
た
本
学
等
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
に
よ
る
昼
食
の
提
供
、
月
曜
日
の
「
朝
ご

は
ん
食
堂
」（
土
日
は
給
食
が
無
い
！
）
等

を
試
み
て
き
ま
し
た
が
、
教
会
員
の
高
齢
化

か
ら
「
朝
ご
は
ん
食
堂
」
に
は
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
を
募
り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク

を
通
し
て
知
り
合
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の

方
か
ら
路
上
生
活
者
へ
の
金
曜
日
の
昼
食
提

供
を
私
の
属
す
る
教
会
で
継
続
し
て
欲
し
い

と
の
打
診
を
受
け
ま
し
た
が
教
会
は
否
定
的

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
話
を
聞
い
た
「
朝

ご
は
ん
食
堂
」
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
が

「
や
ろ
う
！
」
と
声
を
挙
げ
て
実
現
し
、
こ

れ
ま
で
の
二
年
弱
、
毎
週
金
曜
日
の
「
と
よ

ひ
ら
食
堂
」
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
善
意
に

よ
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

声
を
挙
げ
て
下
さ
っ
た
一
人
の
F
さ
ん
は

本
学
の
同
窓
生
で
私
に
こ
う
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
私
は
路
上
生
活
者
が
存
在
す
る
社

会
そ
の
も
の
を
認
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

さ
や
か
で
す
が
、
路
上
生
活
者
の
社
会
復
帰

を
支
え
、
路
上
生
活
者
が
い
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
働
き
た
い
の
で
す
」。
F
さ

ん
は
そ
の
後
急
逝
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に

も
本
学
の
「
愛
を
と
お
し
て
真
理
へ
」
が
生

き
生
き
と
生
き
て
い
る
、
福
音
書
の
「
五
千

人
の
供
食
」
の
奇
跡
が
今
起
き
て
い
る
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

天
使
大
学
学
長

武
　
藏
　
　
　
学

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が支

え
る
食
堂
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同
窓
生
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
“
胆

振
東
部
地
震
”
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

震
源
地
で
あ
る
厚
真
方
面
に
は
、
在
校
生

の
実
家
や
厚
真
町
役
場
の
保
健
師
（
同
窓

生
）
が
働
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
幸
い
同
窓

生
の
中
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
方
は
い
な

い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

道
内
外
の
支
部
よ
り
、
ご
心
配
の
声
を
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
中
間
報
告
い
た

し
ま
す
。

 《
支
部
活
動
の
強
化
・
拡
大
》

　

二
〇
一
八
年
度
は
、
少
し
ず
つ
組
織
化
が

形
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

集
会
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
七
か
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
総
会
・
懇
親
会
・

講
演
会
と
各
支
部
の
会
員
の
方
々
の
尽
力
や

努
力
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
同
志
の
繋
が

り
や
活
躍
な
ど
が
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

 《
代
議
員
の
定
着
化
》

　

総
会
に
お
い
て
、
代
議
員
の
選
出
を
審
議

事
項
と
し
て
提
案
し
、“
ク
ラ
ス
幹
事
お
よ
び

ク
ラ
ス
幹
事
の
推
薦
を
受
け
た
会
員
、
支
部

か
ら
選
出
す
る
”
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
来
の
ク
ラ
ス
幹
事
の
中
か
ら
選
出
と
い

う
枠
を
は
ず
し
、
広
く
会
員
か
ら
代
議
員
の

選
出
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総
会

出
席
代
議
員
数
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

 《
奨
学
金
の
検
討
》

　

総
会
に
お
い
て
、
貸
与
型
か
ら
給
付
型
へ

の
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
奨
学
金
検
討

委
員
会
で
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
実
施
に
向

け
て
、
規
程
や
要
領
な
ど
の
作
成
の
た
め
会

議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
の
特
徴
は
、
学
部
生
に
加
え

大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
こ
と
、
選
考
基
準

を
大
学
の
基
準
に
合
わ
せ
平
等
性
を
持
つ
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
同
窓
会
奨
学
生
と
い

う
こ
と
で
“
ぷ
ら
た
な
す
”
の
記
事
掲
載
・

同
窓
会
活
動
へ
の
参
画
な
ど
も
要
件
と
し
て

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
生
に
と
り
有

意
義
な
奨
学
金
制
度
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 《
校
友
育
成
活
動
》

　

今
年
は
、“
葦
の
会
と
の
茶
話
会
”
を
行

い
ま
し
た
。
嬉
し
い
こ
と
に
葦
の
会
役
員
が

全
員
出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

し
た
が
同
窓
会
の
学
生
支
援
に
つ
い
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
か
ら
同
窓
会
活
動
を
周

知
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
今
ま
で
以
上

に
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

 《
そ
の
他
》

　

同
窓
会
室
の
引
越
し
が
あ
り
二
〇
二
〇
年

の
秋
頃
ま
で
一
号
館
二
階
に
移
動
い
た
し
ま

し
た
。

　

大
学
新
築
の
た
め
、
体
育
館
・
二
号
館
・

マ
リ
ア
ホ
ー
ル
の
解
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

重
点
目
標
を
主
に
報
告
い
た
し
ま
し
た

が
、
役
員
一
同
“
天
使
大
学
同
窓
会
活
動
”

の
周
知
に
関
し
て
、
会
員
お
よ
び
大
学
在
校

生
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
“
継
続
し
て
い
く
力
”
が

最
も
大
切
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
長�
�

栄
養
学
科
二
十
二
回
生

野
　
原
　
純
　
子

継
続
し
て
い
く
力
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会　　長

福祉部委員会

・ボラン
ティア活
動（タキさ
んの店）

・バザー

事業部委員会

・奨学金

会　　員

監　　事

副会長 副会長

理　事　会常任理事会
（理事の中か
ら会長指名）

（5名）
会長
副会長（2名）
庶務担当理事
会計担当理事

①
庶務
担当理事

②
会計
担当理事

③
広報
担当理事

④
会員組織
担当理事

⑤
研修部
担当理事

⑥
福祉部
担当理事

⑦
事業部
担当理事

庶務委員会

・庶務
・会務
・大学行事
支援

会計委員会

・会計業務

広報委員会

・ぷらたな
す発行
・HPの管
理

会員組織
委員会

・入会案内
・会員デー
ター管理

研修部委員会

・研修企画

委員および支援会員

天使大学同窓会組織図

天使大学同窓会役員名簿（2017年4月〜2020年3月）
役　職 卒　期 氏　　名

1 会 長 栄22 野原　純子

2 副 会 長
（会員組織兼務） 看26 嶌田美穂子

3 副 会 長
（ 研 修 部 兼 務 ） 栄38 真井　睦子

4 庶 務 栄20 佐藤　透子

5 庶 務 栄26 宮武　公子

6 会 計 看25 和田　悦子

7 会 計 看26
専11 横山　和枝

役　職 卒　期 氏　　名
8 広 報 看35 兼平　佳恵

9 広 報 専25 澤田　優美

10 会 員 組 織 専11 渡部美千代

11 福 祉 部 栄24 池田由喜江

12 事 業 部 栄28 本間　裕子

13 監 事 栄18 小林　良子

14 監 事 看22
専7 竹田　伸子

2018年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧
支部名 卒　期 氏　　名

関東支部 支部長 看24 内田　雅子

関西支部 連絡担当者 看25専10 吉岡　京子

北石狩支部 連絡担当者
看41 斉藤香奈恵

看43 北森久美子

南石狩支部 支部長 栄31 関　　真澄

渡島桧山支部 支部長 栄10 鈴木みのり

十勝日高支部 支部長 厚13 仙庭　ミナ

宗谷支部 支部長 栄10 倉　　洋子

釧路根室支 支部長 栄21 前田　凉子

上川留萌支部 連絡担当者 栄15 中島　崇子

後志支部 支部長 厚20専6 川村紀美子

オホーツク支部 支部長 栄17 北中　順子

空知支部 連絡担当者 看22専7 竹田　伸子

胆振支部 連絡担当者 看23 山内　陽子

上川・留萌支部
看護　 85名
栄養　214名

空知支部
看護　 50名
栄養　147名

北石狩支部
看護1,200名
栄養1,933名

南石狩支部
看護　145名
栄養　267名

後志支部
看護　 48名
栄養　143名

渡島・桧山支部
看護　 47名
栄養　 68名

胆振支部
看護　 65名
栄養　154名

宗谷支部
看護　　 8名
栄養　 12名

関東支部
看護　413名
栄養　592名

関西支部
看護　 60名
栄養　 56名

オホーツク支部
看護　 37名
栄養　 87名

釧路・根室支部
看護　 42名
栄養　 60名

十勝・日高支部
看護　 67名
栄養　159名

各支部の同窓生数
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関東支部の皆様へ

オホーツク支部の皆様へ

　

大
き
な
自
然
災
害
が
続
く
二
〇
一
八
年

で
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

便
り
が
載
っ
た
ぷ
ら
た
な
す
が
届
く
よ
り

以
前
に
、
支
部
便
り
で
総
会
の
内
容
や
研

修
会
の
模
様
な
ど
は
届
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
支
部
活
動
は
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
に
順
調
に
月
日

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ど
う
か
支
部
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
頂

き
お
力
を
頂
け
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

尚
、
広
報
誌
ぷ
ら
た
な
す
や
、
支
部
総

会
案
内
・
支
部
便
り
・
研
修
会
の
案
内
な

ど
届
い
て
い
な
い
会
員
の
皆
様
に
は
、
住

所
変
更
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
ど
う
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

十
月
二
十
七
日
に
出
席
者
十
六
名
で
、
昼

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
頃
人
形
劇
で
活
動
さ
れ
て
い

る
渡
辺
さ
ん
、
川
瀬
さ
ん
に
「
マ
ジ
ッ
ク
パ

ネ
ル
」
を
や
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
の
中
か
ら
選
ん

だ
食
べ
物
を
当
て
る

と
い
う
不
思
議
な

ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

各
支
部
活
動
報
告

支
部
長

厚
生
科
十
三
回
生

仙
　
庭
　
ミ
　
ナ

●
十
勝
・
日
高
支
部

支
部
長

看
護
学
科
二
十
二
回
生

専
攻
科
七
回
生

竹
　
田
　
伸
　
子

●
空
知
支
部

●
関
東
支
部

●
宗
谷
支
部

●
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部

四
月
十
四
日
（
土
）

　

総
会
・
懇
親
会

二
〇
一
九
年
二
月

　
「
す
ず
か
け
の
樹
」
第
十
八
号
発
行

　

宗
谷
支
部
の
皆
様　

お
元
気
で
す
か
？
広

い
地
域
の
為
、
一
度
も
お
会
い
す
る
時
を
持

て
ず
に
い
ま
す
が
、
お
便
り
に
返
信
を
く
だ

さ
る
方
、
直
接
お
会
い
出
来
て
い
る
方
（
3

名
）
も
居
ら
れ
ま
す
。

　

同
窓
生
が
ど
の
街
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

か
、
卒
業
年
と
科
と
共
に
お
知
ら
せ
し
て
も

よ
ろ
し
い
で
す
か
？

　

ま
わ
り
を
明
る
く
、
元
気
に
す
る
人
で
居

た
い
も
の
で
す
。

十
一
月
十
日
（
土
）「
現
在
の
子
育
て
事
情

と
今
求
め
て
い
る
ケ
ア
」
講
演
会

日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学
准
教
授 

河
崎
和
子
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2019年4月14日（日）に支部同窓会総会・懇親会を開催予定。
昨年に引き続き新入会員を招待します。皆様ぜひご出席く
ださい。
場所：アルカディア市ヶ谷
時間：10：10～受付、10：30～総会・歓迎会・懇親会
※「すずかけの樹」届いていない方はご連絡ください。

支 部 長：内田雅子

連 絡 先：〒252-0241　相模原市中央区横山台1-18-6
Tel　090-3904-7437
mail　angel-choco-081027@ezweb.ne.jp

昨年に引き続いて、支部会員のみなさんとの交流を深める
ため、楽しい機会を持つことができました。河崎先生の講
演の後、食事をしながら途切れることなくお話が続きました。
S29年S34年の卒業されました方も出席いただき、本当に嬉
しかったです。来年も新企画でと考えていますので多くの
支部会員の皆さんに参加願っています。

支 部 長：北中順子

連 絡 先：Tel　0157-23-4278

支
部
長

栄
養
科
十
回
生

　
倉
　
　
洋
　
子

連
絡
先

〒
〇
九
七-

〇
〇
二
四

�

稚
内
市
宝
来
二-

七-

十
七

T�

E�

L

�

〇
一
六
二-

二
二-

九
九
二
四
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2018年度支部活動報告（2018年支部長会議中止いたしました。）
会長　野原純子

　日頃より同窓会活動に対し、ご支援・ご協力を頂きありがとうございます。
　さて、9月8日に予定していました支部長会議は、“北海道胆振東部地震”の発生により、急遽中止とさせていただきました。
　その折りの航空券・JR切符・宿泊などのキャンセル手続で大変ご迷惑をおかけしました。
　日程的に再度開催は無理と思われ残念ですが中止とさせていただきましたが、用意していた資料は全支部へ郵送いたしました。
　尚、今年度の支部活動の状況についてお知らせいたします。

　2018年度は7か所ですでに行われました。規模の大小は問題ではなく、少しずつ組織が出来つつあると思います。
　支部活動に尽力して下さった会員に感謝申し上げます。

支 部 名 月　　日 内　　容 場　　所 人　　数 本部出席
関 東 4月 15日 総会 東 京 都 25名
後 志 7月 7日 懇親会 小 樽 市 4名
十 勝・ 日 高 7月 29日 総会　講演会 帯 広 市 40名
胆 振 10月 6日 大学父母懇談会と併せ 室 蘭 市  8名 嶌田（副会長）
渡 島・ 桧 山 10月 13日 大学父母懇談会と併せ 函 館 市  4名 野原（会　長）
空 知 10月 27日 懇親会 岩見沢市 16名 野原（会　長）
オ ホ ー ツ ク 11月 10日 懇親会　講演会 北 見 市 14名

活躍する同窓生

八
年
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

栄
養
科
十
期
　
渡
辺
紀
子
（
み
ち
こ
）

　

七
年
前
の
三
月
十
一
日
の
こ
と
で
す
。
小
雪
の
舞
う
高

台
で
津
波
を
避
け
て
集
ま
っ
た
人
々
が
ド
ラ
ム
缶
に
火
を

起
こ
し
ぬ
れ
た
手
足
を
か
ざ

し
震
え
て
い
る
姿
が
T
V
に

う
つ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に

寒
か
ろ
う
、
冷
た
か
ろ
う
、

心
細
か
ろ
う
。
そ
う
だ
！
私

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

手
編
み
の
靴
下
カ
バ
ー
を
届

け
よ
う
。
さ
っ
そ
く
ご
近
所

さ
ん
に
声
を
か
け
「
温
も
り

届
け
隊
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、

活
動
の
輪
が
全
道
に
広
が
り

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

お
年
寄
り
を
中
心
に
会
員
は

減
る
こ
と
が
な
く
、
編

み
続
け
た
数
は
も
う
す

ぐ
三
万
足
に
な
り
ま

す
。
送
り
先
は
東
北
だ

け
で
な
く
各
地
で
発
生

す
る
災
害
地
へ
も
届

け
、
今
は
安
平
、
厚
真

へ
通
っ
て
い
ま
す
。
熊

本
地
震
の
時
に
冬
は
雪

の
降
る
こ
と
も
あ
っ
て

寒
い
と
聞
き
靴
下
カ

バ
ー
を
届
け
た
方
か

ら
、
こ
ち
ら
の
大
雪
を

心
配
す
る
電
話
を
い
た

だ
く
な
ど
、
温
も
り
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
私
た
ち
な

の
で
す
。
編
む
手
に
一
層
力
が
入
り
長
い
冬
も
ほ
っ
こ
り

過
ご
せ
そ
う
で
す
。

母
子
保
健
奨
励
賞
を
い
た
だ
い
て

衛
生
看
護
学
科
四
十
期
　
宮
武
　
千
恵

（
秩
父
別
町
役
場
）

　

こ
の
た
び
は
栄
え
あ
る
母
子
保
健
奨
励
賞
を
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
や
関
係
機

関
な
ど
周
囲
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

天
使
短
期
大
学
衛
生
看
護
学
科
を
卒
業
し
て
早
三
十
年

と
な
り
ま
す
が
、
わ
た
し
の
母
子
保
健
活
動
の
原
点
は
、

や
は
り
母
校
で
の
学
び
が
根
幹
と
な
っ
て
い
る
と
あ
ら
た

め
て
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
勤
め
て
い
る
秩
父
別

町
は
小
規
模
の
町
で
す
。
こ

の
小
さ
な
町
の
強
み
を
生
か

し
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
訪
問

や
面
接
を
重
ね
、
な
じ
み
の

関
係
で
お
母
さ
ん
方
の
育
児

の
困
り
感
や
心
配
に
寄
り

添
っ
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
身
体
の
発
達
に
加

え
て
コ
コ
ロ
と
社
会
性

の
発
達
支
援
を
重
点
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
の
発
達

の
個
性
を
母
親
が
理
解

し
、
そ
の
個
性
に
合
わ

せ
た
関
わ
り
に
つ
な
が

る
よ
う
成
長
の
見
通
し
を
お
母
さ
ん
と
と
も
に
確
認
し
て

い
く
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
子
さ

ん
の
成
長
と
と
も
に
関
わ
り
を
も
つ
保
育
園
や
学
校
と
の

連
携
の
充
実
を
図
る
た
め
の
媒
体
の
と
し
て
「
子
育
て
支

援
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
成
し
、
発
達
が
気
が
か
り
な
お
子
さ

ん
と
お
母
（
父
）
さ
ん
へ
の
包
括
的
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
の

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
母
校
で
深
く
学
ん
だ
母
子
の
愛

着
関
係
の
築
き
の
大
切
さ
や
寄
り
添
い
の
看
護
の
真
理
が

今
も
私
の
母
子
保
健
活
動
の
信
条
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
周
囲
の
皆
様
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
健
康
で
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

定例会場の1つです（私は居ません）
毎回10～15人集まります

定例会場にて
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クラス幹事会から 2018年11月10日（土）　13：30～15：00　天使大学
出席者：クラス幹事40名（出席率　15％）、理事8名

　会長より2018年度事業計画の進捗状況の報告がありました。①支部活動の強化拡大につ
いては、今年は7支部で総会または懇親会（茶話会）が開催されました。②奨学制度につ
いては、奨学金検討委員会で制度変更に伴う規程作成を行い、2019年4月の実施に向けて
準備していることなどの説明がありました。
　次にクラス幹事会の議題である役員候補者推薦委員・選挙管理委員・立会人の選出（推
薦）を行いました。
　2020年は役員改選の年であるため、2019年の総会でこれら候補者の承認を得た後、活動
を開始して頂く予定でおります。積極的な発言や皆の協力により、スムーズに会が進行さ
れたこと感謝申しあげます。

クラス幹事から、
クラスメートへの一言メッセージ

6期：毎年1回クラス会を行っていましたが3年前終わりにしてか
ら、しばらくたちましたが、皆様お元気にお過ごしでしょうか。
同窓会から郵送されてくる6回生の消息不明の空欄が目立ち気に
なっております。一応窓口になっておりますので、消息のご連絡
頂けたらと思っております。（坂本了子）
21期：栄養科21回生の皆様いかがお過ごしですか。「昭和は遠くな
りにけり」ですが、また、クラス会で皆様と元気に楽しくお話し
できたらいいなと思っております。（古川康子）
22期：栄養科22回生の皆様お元気ですか？年齢的に育児を終え、
ホッとする間もなく親の介護などに大変な時かと思います。体調
に気を付け、健康で明るくお過ごしください。（石井尚美）
26期：2018年7月7日に3年振りのクラス会に21名の参加。悲しい報
告もありましたが、還暦も過ぎこれらまだまだ人生長いです。
2021年にクラス会します。今度の幹事は佐藤京子さん、千葉琴美
さんと宮武です。（宮武公子）

4期：厚生4期生の皆様、ご無沙汰しているうちに、クラスの半数
の方たちは神様のみもとに召されてしまいました。でもお互いの
心は一つに結ばれています。クラス会も年1回開催しています。近
況報告をお互いに交換しあって楽しいひと時を過ごしたいので、
是非近況をお知らせください。高齢の私達がいつまでも健康が保
持でいるようにお祈りしています。（沢　禮子）
6期：今年も皆様の住所確認の作業を終え　定例のクラス幹事会に
出席しました。葉書と電話連絡のみ、顔を合わせ近況を語り合う
ことがなくなってどれだけの時が流れたことか。今回声を聞かせ
て下さった方々は一病または二病抱えながらも息災の由。それだ
けでも安堵。でも療養中やリハビリに専念されているとご家族か
らの返信も。どうぞ皆様　旧友の病の平癒を願いつつ　ご自身も
御身ご大切にお過ごしを。（木村康子）
8期：クラスの皆様、益々健やかな毎日を過ごされておられる事で
しょう。5月に東京から若林さんが来札され、4人が集まり楽しい
時間でした。お里帰りなどご来札の折には、ぜひご一報下さい。
　2020年に向けて、天使大学は改築中です。ご協力をお願いしま
す。（小原まり子）
13期：思いもよらない天災で北海道が有名になりましたが、クラ
スメートの皆様にはお元気でしょうか？
　クラス幹事の交代の時期になりました。どなたか引き続きして
くださる方はおられませんか？（仙庭ミナ）

14期：平成30年9月25日26日に岩手県で喜寿（77才）を記念し、ク
ラス会を開催しました。11名の出席者でした。2年に一度の目安で
開かれていました。これが終着と一応決定しましたが、今後は一
年ごとでも元気印の確認のために集合しようと……再び決定しま
した。また、元気で達者で逢いましょうといいながら別れまし
た。（石橋貴重子・若井貴久子）
16期：後期高齢者になりましたが、皆様お元気ですか。クラス会も
久しくしてなく、皆様の近況もわからないクラス幹事で申し訳あ
りません。ご要望などございましたら、ぜひご一報いただけると
嬉しいです。（大地満代）
20期：皆様お元気でしょうか。北海道は大きな地震がありました
が少しずつ元気を取り戻しつつあります。厚生科のクラス会は昨
年9人の参加で無事終わりました。（川村紀美子）
22期：2019年9月にクラス会を予定しております。70才のふしめに
たくさんの皆様とお元気に会うことができますようお待ちしてお
ります。（土田雅恵）
25期：皆様お元気でお過ごしでしょうか。クラス幹事としてクラス
会を開けないまま月日が過ぎてしまい申し訳なく思っています。
皆様の近況　是非お知らせください。（和田悦子）
26期：2018年のクラス会には18名が出席し、幹事さん2人の労もあ
り、貸し切りで4時間、フルコースのお料理と得意のおしゃべり
に、楽しい思い出となりました。次回は2020年東京オリンピック
の年です。日々変化する肉体的変化に負けず、元気にお会いでき
ますことを祈っております。（本宿美佐子）
34期：皆様お元気でお過ごしでしょうか？台風、地震と自然災害
がありましたが、被害はなかったかと案じています。私達ももう
近くまで還暦の声が聞こえてくる様になりました。親の介護、家
族の世話、それに最近では孫の子守りも。何事も体力勝負です！

（本間真世）
　ふつつかな感じで申し訳ありません。今年は5月に急な連絡のつ
いた方々で集まりました。札幌で15名ほど、Nさん渡欧のいって
らっしゃいの会でした。ご連絡できなかった方ごめんなさいね。
　卒後34年となりました。ありがとうございます。これからの
日々も皆様に恵みがみちていますように……。（辻野美智留）

栄養学科

厚生科・看護科

助産6期：お元気ですか。私たちのクラスはもともと少人数でした
が、連絡係として年一回、お電話するの楽しみにしています。岡
本（和泉）さんもいらっしゃらなくなりました。遠く離れているの
で集まることはもう出来ませんがお元気でいて下さい。（笠松博子）
専攻科5期：今年度も専攻科5期生で音信のない方が数名いらっしゃ
るようです。ご存知の方は是非、天使大学同窓会へ情報をお寄せ
ください。
専攻科6期：専攻科は今年9 ／ 9の予定で、地震があり延期となりま
した。まだ決定していませんが、新たにクラス会を検討していく
ことになると思います。（川村紀美子）

助産・専攻科
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　福祉部では、「タキさんの店」を大学祭のバザー、年6回のケーキ焼
きを中心に、同窓会有志メンバー 20人程度で活動しています。
　恒例の大学祭バザーでは、手作りケーキ、雑貨、衣料品等を出店し
ていますが、皆様からの寄付も随時受け付けていますので、ご協力を
お願いします。（大学祭は2019年6月予定、衣料品は新品のみ）
　学生むけの手作りケーキは、相変わらず行列のできるほどの人気
で、毎回あっという間に完売済みの状態です。今年から、天使大学同
窓会のエプロンが新調され、「タキさんの店」でも使用しています。学
生や大学職員の皆様にも好評で、福祉部メンバーもお揃いのエプロン
で少々若返りをはかり、売子をしています。
　この様に、福祉部では親睦をはかり、和気あいあいと楽しみながら
活動をしています。どうぞ、老化防止も兼ね（笑）一緒にケーキ焼き
に参加してみませんか？連絡お待ちしております。

同窓会福祉部活動報告
　

同
窓
会
の
会
長
・
副
会
長
の
三
名
、

葦
の
会
役
員
の
学
生
九
名
、
大
学
事
務

職
員
二
名
が
参
加
し
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
会
長
よ
り
同
窓
会
活
動
内
容
、

大
学
卒
業
生
の
同
窓
会
参
加
状
況
、
次

年
度
の
奨
学
金
の
件
、
会
報
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
か
ら

は
、「
同
窓
会
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
活
動
内
容
は
周
知
さ
れ
て
い
な

い
現
状
で
し
た
。
今
回
、
説
明
を
聞
い

た
こ
と
で
同
窓
会
が
色
々
な
場
面
で
援

助
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
葦

の
会
と
し
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。」
な

ど
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
在

校
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
六
日
に
札
幌
市
東
区
体

育
館
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
大
学
を

通
じ
て
同
窓
会
か
ら
ド
リ
ン
ク
を
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
同
窓
会
の
P
R
の
た
め
、
直
接
体

育
館
に
伺
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
、
準
備
体
操
等
が
終
わ
り
、
注
意
事
項
説

明
時
に
同
窓
会
役
員
が
来
て
い
る
こ
と
、
ド
リ
ン
ク

提
供
が
あ
る
こ
と
が
会
場
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
受
け
取
っ
て
い
た
ド
リ

ン
ク
で
す
が
、
お
揃
い
の
同
窓
会
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け

た
役
員
が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
な
の
で
「
誰
だ
ろ
う
？
こ
の
人
た
ち

は
…
」
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
学
生
も
「
わ
ぁ
冷
た

い
！
う
れ
し
い
」
と
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
葦
の
会
よ
り
同
窓
会
を
身
近
に
感
じ
る
機

会
に
な
っ
た
、
と
い
う
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
今

後
も
“
同
窓
会
”
の
存
在
が
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ
る

よ
う
広
報
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

広
報
　
兼
平
佳
惠

校
友
育
成

葦
の
会
交
流
会

体
育
祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

福祉部　池田由喜江

二
〇
一
八
年
九
月
十
三
日

二
〇
一
九
年
一
月
十
六
日
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　会則16条に基づき、2018年度総会を下記のとおり開
催しました。

総　　会
日　　時：2018年5月12日（土）
　　　　　11時30分〜13時
場　　所：ANAクラウンプラザホテル札幌 3階 鳳の間
出席者数：出席代議員21名、委任状提出代議員6名�

（計27名）
会則20条により代議員の3分の1以上の出席
があり総会は成立した。

議　　長：栄養科26回生　高野良子氏
副 議 長：看護科26回生　本宿美砂子氏
議事録署名人：�看護科28回専攻科13回生　今崎裕子氏�

栄養科18回生　西尾久美子氏

議　　事
1　報告事項
　1）2017年　事業報告
　会長より2017年度の重点目標について、庶務担
当理事より会務報告・委員会報告があった。事業
報告の最後に学生への助成事業で2018年3月実施さ
れた「カナダ海外研修」の報告が栄養科3年の藤本
さん・樋口さんからあった。

　2）2017年度　会計報告
　会計担当理事欠席のため会長が報告する。2018
年度繰越金を3,009,255に訂正する報告があった。
2018年度の予算案も訂正になるので、代議員には
改めて文章で訂正する。

　3）2017年度　会計監査報告
　監事より会計が適正に処理されていることが報
告された。
　質疑応答を経て出席代議員（議長・副議長2名を
除く）19名の拍手により承認された。

2　審議事項
（第1号議案）　2018年度事業計画（案）
以下4点について会長より提案説明があった。
　1）支部活動の強化・拡大
　2）代議員制の定着化
　3）奨学金制度の検討
　4）校友育成事業
　第1号議案は、出席代議員（議長・副議長2名を
除く）19名の挙手、委任状6名で承認された。

（第2号議案）　2018年度予算（案）
　第2号議案は、出席代議員（議長・副議長2名を
除く）18名の挙手、委任状6名で承認された。

（第3号議案）　代議員制について
　現在の代議員は、クラス幹事から22名、支部選
出の5名で計27名である。
　まだ定数に満たない現状であるため、推薦枠を
広げ多くの人材の中から選出できることを期待
し、会則第9条「代議員はクラス幹事および支部か
ら選出する」を「クラス幹事およびクラス幹事の
推薦を受けた会員、支部から選出する」への改定
を提案した。
　第3号議案は出席代議員（議長・副議長2名を除
く）18名の挙手、委任状6名で承認された。

（第4号議案）　奨学金制度
　奨学金検討委員会で一年協議してきた。「貸与型
から給付型、対象を学部生・院生とする、年8名で
一人10万円」などの改定案を提案した。
　第4号議案は出席代議員（議長・副議長2名を除
く）17名の挙手、委任状6名
で承認された。

3　その他
　特になし

　なお、総会議事録は、天使大学同窓会ホーム
ページでもご覧いただけます。

2018年度　天使大学同窓会総会報告
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2017年度一般会計収支決算書　自　2017年4月1日　至　2018年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予算額 決算額 増減額 摘　　　　要
1　会費収入
　①入会金 10,400,000 10,400,000 0 2017年3月卒業生　＠50,000×208名分

　②賛助金 1,000,000 940,100 ▲59,900 賛助金ゆうちょ振替口座入金　534人　940口分

2　2016年度大学記念事業準備積
立定期預金解約受入金 2,500,000 0 ▲2,500,000 ※校舎改築後記念品贈呈予定のため未解約

3　雑収入
　①福祉委員会 250,000 239,130 ▲10,870 タキさんの店・バザー等収益金
　②受取利息 500 62 ▲438 一般会計普通預金利息

　③総会懇親会費 0 88,000 88,000 2017年度総会懇親会会費　＠4,000×22名分

　④寄付金 0 20,000 20,000 理事長・学長様総会ご祝儀

4　前年度繰越金 2,099,977 2,099,977 0 北洋銀行一般会計　普通預金、現金
合　　　計 16,250,477 13,787,269 ▲2,463,208

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 800,000 807,046 ▲7,046 会場費・交通費・懇親会他

　②会報誌発行費 2,000,000 1,558,025 441,975 役員改選選挙公報発行・発送費　「ぷらたなす」
53号発行・発送費

　③クラス幹事通信助成費 50,000 60,362 ▲10,362

　④同窓会入会式費 750,000 411,501 338,499 記念品（印鑑付ノックペン）作成費　入会式お弁
当代

　⑤会議費
　・理事会費 200,000 181,199 18,801 会議費・交通費10回開催
　・常任理事会費 100,000 31,829 68,171 会議費・交通費　4回開催
　・支部長会議費 150,000 176,706 ▲26,706 会議費・交通費　1回開催
　・クラス幹事・代議員会費 120,000 101,420 18,580 会議費・交通費　1回開催
　・奨学生選考委員会費 20,000 5,120 14,880 会議費・交通費
　・役員候補推薦・選挙管理委員会費 0 0 0
　・その他会議費 120,000 92,897 27,103 定期外の開催会議費・交通費、特別委員会

　⑥通信費 300,000 230,962 69,038 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費、幹事宛会
員名簿送付レターパック代等

　⑦交通費 70,000 29,900 40,100 大学主催父母懇談会（北見、帯広）出席交通費

　⑧消耗備品費 250,000 275,527 ▲25,527 事務用品・用紙等購入費、コピーカウント料
　⑨印刷費 50,000 84,672 ▲34,672 会則・細則印刷代　各500部

　⑩慶弔費 80,000 68,004 11,996 大学行事のスタンドフラワー代、祝電

　⑪支払報酬費 1,000,000 813,075 186,925 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 97,848 2,152 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 80,000 77,585 2,415 HPサーバ更新・管理料（30年度前払分）
　⑭雑費 10,000 1,378 8,622 残高証明書発行手数料（1件）・送金手数料
　⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室

2　各支部事業助成 800,000 522,772 277,228 関東・十勝・オホーツク・岩見沢・空知支部活
動、大学父母懇談会2会場等

3　各委員会活動支出
　①庶務委員会 100,000 17,071 82,929 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 80,000 8,320 71,680 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 50,000 0 50,000
　④会員組織委員会 20,000 10,411 9,589 活動打合せ費・交通費
　⑤研修委員会 30,000 0 30,000
　⑥福祉委員会 250,000 212,418 37,582 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 30,000 12,884 17,116 活動打合せ費・交通費

4　寄付金支出 700,000 239,000 461,000 北ルソン比日基金239,000円

5　学生活動助成金 400,000 350,082 49,918 学生ボランティア・校外活動助成、海外研修助成金、
体育祭時飲物代等

6　積立金支出
　・事業準備積立金 2,000,000 2,000,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　・大学記念事業積立金 5,000,000 2,500,000 2,500,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
7　未払金 100,000 0 100,000
8　予備費 140,477 140,477

合　　　計 16,250,477 11,278,014 4,972,463
2018年度繰越金　　収入合計13,787,269円－支出合計11,278,014円＝2,509,255円
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一般会計財産目録　2018年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産　一般会計
　　現金 306,685
　　預貯金
　　北洋銀行普通預金 2,202,570
　　郵貯銀行振替口座 318,000
　流動資産　事業積立金 2,827,255
　　北洋銀行事業準備積立定期預金 46,582,085
　　北洋銀行大学事業積立定期預金 5,000,212

51,582,297
流動資産合計 54,409,552
　固定資産 0
負債の部
　流動負債 0
　固定負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 54,409,552
※事業準備積立金　預金利息　3,988円　含む

特別会計Ⅰ（奨学金）財産目録　2018年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産
　　預貯金
　　　北洋銀行普通預金 14,740,113
流動資産合計 14,740,113
資産合計 14,740,113
負債の部
　流動負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 14,740,113

2017年度特別会計収支決算書
自2017年4月1日　至2018年3月31日

2018年度繰越金　　収入合計15,040,545円－支出合計300,432円＝14,740,113円

2018年度繰越金　　収入合計50,867,200円－支出合計10,700,000円＝40,167,200円

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要
前年度繰越金 14,965,420
奨学金事業繰入収入 0
貸与金返金 75,000 奨学金貸与者返金　2名
受取利息 125
合　　　計 15,040,545

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

前年度繰越金 41,014,605 北洋銀行普通・
定期預金

入会金収入 9,850,000
2017年4月入学生
入会金 ＠50,000×
197名

受取利息 2,595 北洋銀行前受金普通・定期預金
合　　　計 50,867,200

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要

奨学金貸与支出 300,000 貸与者　＠300,000×1名

振込手数料 432 奨学金送金手数料＠432×1件分
合　　　計 300,432

【支出の部】� （単位：円）
科　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2017年度
一般会計収入
繰入れ

10,400,000
2013年度入学生（2017
年3月卒業）
入会金＠50,000×208
名分

退学者入会金
返金 300,000

2014年4月入学生1
名、2015年4月入学
生3名、2016年4月
入学生2名
＠50,000×6名分

合　　　計 10,700,000



第 54 号（12）2019年3月15日 ぷ ら た な す（同窓会だより）

特別会計Ⅱ（前受金）財産目録　2018年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資　産　の　部
　流動資産
　　　北洋銀行普通預金 9,925,944
　　　流動資産合計 9,925,944
　固定資産
　　　北洋銀行定期預金 30,241,256
　　　固定資産合計 30,241,256
　　　　　資　産　合　計 40,167,200
負　債　の　部
　負　　　　債 0
負債合計 0
前受金（入会金）内訳
　①2014（平成26）年度入学生（203人） 10,150,000
　②2015（平成27）年度入学生（194人） 9,700,000
　③2016（平成28）年度入学生（199人） 9,950,000
　④2017（平成29）年度入学生（197人） 9,850,000
　　前受金合計 39,650,000
　　　　正　味　財　産 40,167,200

2018年度特別会計予算
自　2018年4月1日　　至　2019年3月31日

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 14,740,113
奨学金事業繰入収入 0
貸与金返金 240,000 奨学金貸与者返金　2名
受取利息 150
合　　　計 14,980,263

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 40,167,200

入会金収入 10,000,000
2018年4月入学生
入 会 金＠50,000×
200名 〈予定数〉

受取利息 2,500
合　　　計 50,169,700

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金貸与支出 1,800,000 貸与者
＠300,000×6名　予定

振込手数料 2,592 奨学金送金手数料
＠432×6件分

合　　　計 1,802,592

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2018年度
一般会計収入繰入れ 10,150,000

2014年 度 入 学 生
（2018年3月卒業）
入 会 金 ＠50,000×
203名分

合　　　計 10,150,000

2018年度一般会計予算
自2018年4月1日　　至2019年3月31日

【収入の部】� （単位：円）
科　　　　　目 前年度予算額 2018年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　会費収入
　①入会金 10,400,000 10,150,000 ▲250,000 2018年3月卒業生　＠50,000×203名分
　②賛助金 1,000,000 950,000 ▲50,000
2　2017年度大学記念事業準備
　��積立定期預金解約受入金 2,500,000 0 ▲2,500,000 ※校舎改築後記念品贈呈予定のため未解約
3　雑収入
　①福祉委員会 250,000 250,000 0 タキさんの店・バザー等収益金
　②受取利息 500 100 ▲400 一般会計普通預金利息
4　前年度繰越金 2,099,977 2,509,255 0 北洋銀行一般会計　普通預金、現金

合　　　　計 16,250,477 13,859,355 ▲2,391,122
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【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 前年度予算額 2018年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 800,000 1,000,000 200,000 会場費・講師謝金・交通費・懇親会他
　②会報誌発行費 2,000,000 2,000,000 0 「ぷらたなす」　54号発行・発送費
　③クラス幹事通信助成費 50,000 70,000 20,000

　④同窓会入会式費 750,000 850,000 100,000 記念品（印鑑付ノックペン）作成費
入会式お弁当代

　⑤会議費
　�・理事会費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　�・常任理事会費 100,000 100,000 0 会議費・交通費
　�・支部長会議費 150,000 200,000 50,000 会議費・交通費
　�・クラス幹事・代議員会費 120,000 130,000 10,000 会議費・交通費
　�・奨学生選考委員会費 20,000 20,000 0 会議費・交通費
　�・役員候補推薦・
　　選挙管理委員会費 0 0 0

　�・その他会議費 120,000 300,000 180,000 定期外の開催会議費・交通費、学生との交流会等

　�⑥通信費 300,000 300,000 0 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費、
幹事宛会員名簿送付レターパック代等

　�⑦交通費 70,000 70,000 0 支部会議等出席交通費

　�⑧消耗備品費 250,000 350,000 100,000 事務備品（PCリース）・事務用品・
用紙等購入費等

　�⑨印刷費 50,000 100,000 50,000 会則・細則印刷代

　�⑩慶弔費 80,000 80,000 0 大学行事のスタンドフラワー代、
祝電、会員弔電料等

　�⑪支払報酬費 1,000,000 1,000,000 0 事務業務パート料
　�⑫データベース管理費 100,000 100,000 0 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　�⑬ホームページ維持管理費 80,000 100,000 20,000 HPサーバ更新・管理料（次年度前払分）
　�⑭雑費 10,000 10,000 0 残高証明書発行手数料・送金手数料
　�⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2　各支部事業助成 800,000 1,000,000 200,000 支部・ブロック活動等
3　各委員会活動支出
　�①庶務委員会 100,000 50,000 ▲50,000 活動打合せ費・交通費
　�②会計委員会 80,000 20,000 ▲60,000 活動打合せ費・交通費
　�③広報委員会 50,000 20,000 ▲30,000 活動打合せ費・交通費
　�④会員組織委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　�⑤研修委員会 30,000 30,000 0 活動打合せ費・交通費
　�⑥福祉委員会 250,000 250,000 0 活動打合せ費・交通費
　�⑦事業委員会 30,000 30,000 0 活動打合せ費・交通費
　�⑧特別委員会 0 30,000 30,000 活動打合せ費・交通費

4　寄付金支出 700,000 500,000 ▲200,000 災害義援金

5　学生活動助成金 400,000 500,000 100,000 学生ボランティア・校外活動助成、
海外研修助成金、体育祭時飲物代等

6　積立金支出
　�・事業準備積立金 2,000,000 2,500,000 500,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
　�・大学記念事業積立金 5,000,000 1,000,000 ▲4,000,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
7　未払金 100,000 100,000 0 退学者入会金返金予定
8　予備費 140,477 529,355 388,878 同窓会室・調理室

合　　　　計 16,250,477 13,859,355 ▲2,391,122 同窓会室移転費用等
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同
窓
会
室
に
は
、
週
四
日
パ
ー
ト
職
員
が
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。（
月
・
火
十
時
～
十
四
時
半
、
水
・
木�

十
三
時
～
十
七
時
）

　

不
在
の
場
合
は
、
左
記
連
絡
方
法
に
て
、
ご
氏
名
・

連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
住
所
の
変
更
は
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

�

（
直
通
）
〇
一
一
─
七
一
二
─
一
〇
八
八

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

�
tenshi_dousoukai@

lilac.plala.or.jp

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
tenshi-dosokai.com

同
窓
会
事
務
局
へ
の

�

ご
連
絡
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

ご
多
忙
の
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、
皆
様
か
ら
活
躍
す
る
同
窓
生
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
二
名
の
同
窓
生
の
活
躍

を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
各
支
部

長
や
ク
ラ
ス
幹
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
昨

年
同
様
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
年
一
度
の
発

行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぷ
ら
た
な
す
が
、
同

窓
生
の
皆
様
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
で
あ

り
、
今
後
は
、
同
窓
生
と
在
校
生
の
つ
な
が

り
も
持
て
る
内
容
に
な
る
よ
う
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
掲
載
希
望
原
稿
、
活
躍
す
る

同
窓
生
の
情
報
、
ぷ
ら
た
な
す
へ
の
ご
要
望

な
ど
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

衛
生
看
護
学
科
三
十
五
回
生

�

兼
平
佳
恵

　
　
　

専
攻
科
二
十
五
回
生

�

澤
田
優
美

同窓会総会・講演会・懇親会のお知らせ2019
年度

会　場 	 ANAクラウンプラザホテル札幌（旧名　全日空ホテル）3階
	 札幌市中央区北3条西1丁目2-9　TEL　011-221-4411

	 講演会・総会　3階　鳳の間　　　懇親会　3階　祥雲の間　　

日　程 � 2019年5月11日（土）
	  9：00～10：00	 代議員会議
	  9：30～	 	 受　　　付
	 10：00～11：00	 講　演　会
	 	 	講師：札幌麻生脳神経外科病院 リハビリテーション部 科長
	 　　　言語聴覚士　源間　隆雄 先生
	 	 演題：「多職種で支えたい食支援　栄養と健口をみつめて」
	 11：15～12：45	 総　　　会
	 13：00～14：30	 懇　親　会
	 	 会　　費　4,000円（当日、受付時にお支払いいただきます。）

申し込み � 4月20日（土）必着（同封のハガキにてお申込みください）
� 申し込み後の取り消しは、5月7日（火）までお願いいたしします。
� その後の取り消しの場合は、後日、会費（4,000円）を頂戴いたします。

連絡先 � 天使大学同窓会室 TEL/FAX（011-712-1088）

　

日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
三

点
に
つ
い
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
．
賛
助
金

　

同
窓
会
は
、
新
会
員
か
ら
の
前
受
金
と
会

員
の
皆
様
の
賛
助
金
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
毎
年
「
ぷ
ら
た
な
す
」
に
振
込
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
活
動
と
し
て
、
同
窓
会

の
組
織
つ
く
り
や
学
生
活
動
へ
の
支
援
（
活

動
費
の
補
助
・
奨
学
金
）
な
ど
に
力
を
阻
止

で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

会
員
か
ら
の
賛
助
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
．
ク
ラ
ス
幹
事
名
簿

　

ク
ラ
ス
幹
事
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
連
絡
が
取
れ
な
い
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
が

多
く
、
同
窓
会
活
動
へ
支
障
を
き
た
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
同
期
の
方
で
連
絡
が
つ
く
方
、

ク
ラ
ス
幹
事
を
し
て
く
だ
さ
る
方
、
是
非
ご

一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

3
．
弔
電
費
の
負
担

　

同
窓
会
を
代
表
し
て
弔
電
を
打
つ
場
合

は
、
二
千
円
を
同
窓
会
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

弔
電
の
差
出
人
は
必
ず
「
天
使
大
学
同
窓
会
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
を
同
窓
会
会
計
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
お
支
払
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様


